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１． はじめに 
鉄筋腐食したＲＣはり部材の曲げ耐力については，

既往の研究において，主筋の腐食に伴って，曲げ耐力

が低下することなどが明らかになっている 1)．しかし

ながら，構造性能上重要となるせん断耐力に与える鉄

筋腐食の影響については十分に検討されているとは言

い難い． 

 そこで，本研究では，電食により鉄筋を腐食させた

ＲＣはり部材のせん断実験を実施し，鉄筋腐食が鉄筋

コンクリートはり部材のせん断耐力に及ぼす影響につ

いて検討したものである 
２． 実験概要 
 試験体の形状と配筋を図－１に示す．コンクリート

の試験時圧縮強度は 47.8N/mm2であり，主筋は SD390，

せん断補強筋は SD295 を用いた． 

塩害，中性化などによる鉄筋腐食を再現するために，

比較的短期間に鉄筋を腐食させることが出来る電食試

験を実施した．電食試験の概略を図－２に示す．試験

体を 3%NaCl 溶液に浸し，鉄筋をプラス極，鋼製エキス

パンドメタルをマイナス極として，直流電流 15A を通

電した．鉄筋の腐食量は通電電流量(電流値×時間)に

概ね比例する． 

載荷は変位制御で行い，上中央２点に加力した．底

部支持条件は，片側ローラー，片側固定の単純支持で

ある．試験体のせん断スパン比は 2.57 である． 

 実験ケースを表－１に示す．実験パラメータは，せ

ん断補強筋の有無と腐食程度(電食時間)である． 

３．実験結果と考察 
図－３に一般的な劣化進行過程 2)と電食時間の対応関

係を示す．電食後の試験体には，電食 18時間で主筋に

沿ったひび割れは発生しなかったが，電食 36時間では

主筋に沿ったひび割れが発生していた．従って，電食

18 時間は進展期，電食 36 時間は加速期に対応してい

ると考えことができる．電食 144 時間については，試

験体の劣化状況などから判断して，ある程度劣化が進

行した劣化期に対応すると考えられる． 

 
 

50 

200 

400 350 

60 80 

(単位；mm) 

主 筋：D22@80，補強筋：D6@30 

3000 

900 600 

 
図－１ 試験体の寸法と配筋 
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図－２ 電食試験概略 

 

表－１ 試験ケース 

 

 

進行過程 

潜伏期 進展期 加速期・劣化期

鋼材の腐食開始 

コンクリートにひびわれ発生 

劣
化
の
程
度

 

電食18時間 

電食36時間 

電食144時間 

電食72時間 

 
図－３ 劣化進行過程概念図
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連絡先：〒270-1194 千葉県我孫子市我孫子 1646 電話 04-7182-1181 FAX04-7183-2962

No. 試験体名 補強筋の有無 電食時間 

1 A-0h 有 0 時間 

2 A-18h 有 18 時間 

3 A-36h 有 36 時間 

4 A-72h 有 72 時間 

5 A-144h 有 144 時間 

6 N-0h 無 0 時間 

7 N-36h 無 36 時間 

8 N-72h 無 72 時間 

9 N-144h 無 144 時間 
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載荷試験後に試験体を解体し，載荷試験による影響の

少ない試験体端部から切り出した試験片の引張試験を実

施し，電食していない鉄筋の引張荷重との差から鉄筋の

断面積の減少率を算定した． 
 鉄筋が腐食したとしても，せん断耐力におけるコン

クリート分担分は低下せず，増加する傾向にあった(図

－４参照)．なお，図におけるせん断耐力，曲げ耐力の

計算値(土木学会式)3)は，腐食による鉄筋の断面減少の

みを考慮したものである．これは，試験体のひび割れ

状況より，主筋が腐食すると，コンクリートとの付着

力が低下し，コンクリートに発生する斜めひび割れの

発生角度が大きくなること，せん断補強筋の腐食によ

って発生した垂直方向のコンクリートひび割れは斜め

ひび割れが貫通するのを妨げる効果があるためである

と考えられる(図－５参照)．また，径が小さく，かぶ

りが小さいせん断補強筋の方が主筋よりも腐食し易い

ため，せん断補強筋分担分については，大きく低下し

た(図－６参照)． 
せん断補強筋が腐食し，せん断補強筋分担分が低下

したとしても，コンクリート分担分が大きく増加した

ため，せん断補強筋がある場合についてもせん断耐力

としては，増加する結果となった(図－７参照)．一方，

曲げ耐力(土木学会式)3)に関しては，主筋の鉄筋腐食量

に比例して，耐力は低下する．これより，実験では，

ＲＣはり部材が腐食すると，曲げ破壊に移行する傾向

にあったものと考えられる． 
４．おわりに 
 今回の実験から，ＲＣはり部材が鉄筋腐食すると，

せん断耐力におけるせん断補強筋分担分は低下するも

のの，コンクリート分担分については増加する傾向が

あることが分った．ただし，せん断補強筋比が大きい

場合については，せん断耐力が低下する可能性がある

と考えられる． 
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図－４ 実験結果まとめ(せん断補強筋無) 

 
 ；載荷ひび割れ ；腐食ひび割れ  

 
(a) A-0h(補強筋有，電食 0時間) 

 
(b) A-144h(補強筋有，電食 144 時間) 

図－５ 試験体ひび割れ状況 
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図－６ 鉄筋腐食と補強筋分担分せん断耐力 
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図－７ 実験結果まとめ(せん断補強筋有) 
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